
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○学力調査の教科調査の結果について  ・小学校国語の調査結果 全国学力・学習状況調査   国語 A  75.8%（県平均 ＋2.0P）   B  70.9%（県平均 ＋1.2P）   「基礎・基本」定着状況調査 国語タイプⅠ  83.8%（県平均 ＋5.5P）   タイプⅡ  70.4%（県平均 ＋12.1P） ○児童質問紙調査，学校質問紙調査の結果について ・「１か月に何冊くらい本を読んでいますか。」 「11 冊以上」23.5%（県平均 ＋4.0P） 「読まない」3.5%（県平均 －5.1P） ・「学校外の読書感想文，小論文等コンクールへ応募した。」 「全校で取り組んで応募」77.8%（県平均 ＋28.8P） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＩＣＴ活用教育の推進」「ＩＣＴ活用教育の推進」「ＩＣＴ活用教育の推進」「ＩＣＴ活用教育の推進」    一人１台のタブレット型端末一人１台のタブレット型端末一人１台のタブレット型端末一人１台のタブレット型端末    「小中一貫教育の推進」「小中一貫教育の推進」「小中一貫教育の推進」「小中一貫教育の推進」    中学校区の課題を９年間で解決中学校区の課題を９年間で解決中学校区の課題を９年間で解決中学校区の課題を９年間で解決    ○市主催の○市主催の○市主催の○市主催の ICTICTICTICT活用教育推進リーダー研修会活用教育推進リーダー研修会活用教育推進リーダー研修会活用教育推進リーダー研修会    ・タブレット型端末，電子黒板等を活用した・タブレット型端末，電子黒板等を活用した・タブレット型端末，電子黒板等を活用した・タブレット型端末，電子黒板等を活用した授業づくり，教材づくりについての研修授業づくり，教材づくりについての研修授業づくり，教材づくりについての研修授業づくり，教材づくりについての研修    ・・・・竹原市竹原市竹原市竹原市 ICTICTICTICT活用活用活用活用教育教育教育教育ハンドブック作成ハンドブック作成ハンドブック作成ハンドブック作成        ○動画等の様々な資料を提示○動画等の様々な資料を提示○動画等の様々な資料を提示○動画等の様々な資料を提示し，し，し，し，児童生徒の児童生徒の児童生徒の児童生徒の学習の進度に学習の進度に学習の進度に学習の進度に応じた指導応じた指導応じた指導応じた指導    →タブレット→タブレット→タブレット→タブレット型型型型端末上に課題端末上に課題端末上に課題端末上に課題を受信を受信を受信を受信    →自分の考えを書き込む→自分の考えを書き込む→自分の考えを書き込む→自分の考えを書き込む    →電子黒板へ→電子黒板へ→電子黒板へ→電子黒板へ送信し全体交流送信し全体交流送信し全体交流送信し全体交流        ○各教室でタブレット型端末○各教室でタブレット型端末○各教室でタブレット型端末○各教室でタブレット型端末を使った調べ学習が可能を使った調べ学習が可能を使った調べ学習が可能を使った調べ学習が可能    
    ○「基礎・基本」定着状況調査○「基礎・基本」定着状況調査○「基礎・基本」定着状況調査○「基礎・基本」定着状況調査の結果の結果の結果の結果をををを中学校区で分析し，中学校区で分析し，中学校区で分析し，中学校区で分析し，学習指導，生徒指導学習指導，生徒指導学習指導，生徒指導学習指導，生徒指導等で一貫等で一貫等で一貫等で一貫したしたしたした指導指導指導指導に向けたに向けたに向けたに向けた協議協議協議協議    ○○○○小中合同研修会，小中合同研修会，小中合同研修会，小中合同研修会，他校種での他校種での他校種での他校種での乗入授業，児童生徒の学校乗入授業，児童生徒の学校乗入授業，児童生徒の学校乗入授業，児童生徒の学校行事行事行事行事への参加等交流の促進への参加等交流の促進への参加等交流の促進への参加等交流の促進    ○○○○「竹原市「竹原市「竹原市「竹原市子ども読書活動推進子ども読書活動推進子ども読書活動推進子ども読書活動推進計画計画計画計画」を基に」を基に」を基に」を基に，，，，子ども司書，子ども司書，子ども司書，子ども司書，委員会による読み語り等委員会による読み語り等委員会による読み語り等委員会による読み語り等，，，，読読読読書活動の充実書活動の充実書活動の充実書活動の充実    

○○○○市内を４つの市内を４つの市内を４つの市内を４つの中学校区中学校区中学校区中学校区に分け，中学校，小学校に分け，中学校，小学校に分け，中学校，小学校に分け，中学校，小学校教諭による連携教育の推進教諭による連携教育の推進教諭による連携教育の推進教諭による連携教育の推進        ・教頭・教頭・教頭・教頭研修会研修会研修会研修会，研究・教務主任研修会で協議，研究・教務主任研修会で協議，研究・教務主任研修会で協議，研究・教務主任研修会で協議    ・学力面，生徒指導面等の実態から児童生徒を・学力面，生徒指導面等の実態から児童生徒を・学力面，生徒指導面等の実態から児童生徒を・学力面，生徒指導面等の実態から児童生徒を９年間で育てる取組を協議・推進９年間で育てる取組を協議・推進９年間で育てる取組を協議・推進９年間で育てる取組を協議・推進    
取組１取組１取組１取組１ 取組２取組２取組２取組２ 

調べ調べ調べ調べ学習学習学習学習    
自分の考えを書き込自分の考えを書き込自分の考えを書き込自分の考えを書き込むむむむ

    小・中教諭による協議の様子小・中教諭による協議の様子小・中教諭による協議の様子小・中教諭による協議の様子    
小中合同運動会での宣誓小中合同運動会での宣誓小中合同運動会での宣誓小中合同運動会での宣誓    
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「基礎・基本」定着状況調査 全国学力・学習状況調査 
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 「                             本校では，児童の書くことへの意欲向上に向けて，国語科の授業改善を行っています。     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践例(第４学年) 「とどけよう！思いを手紙にこめて」 —教材文｢お願いやお礼の手紙を書こう｣を 活用して—（東京書籍）                 ■その他の学習との有機的関連■   
 道徳の時間 (絵はがきと切手) 書写(手紙やはがきで伝えよう) 

 

 

 

 

  
      
  
     

  
      
  
      

  
                

  
                

国語科の授業改善をはじめとして，各教科等の学習においても言語活動を充実させるとともに，言葉に慣れ親しむ様々な活動を日常的に行うことにより，学力向上を図っています。  
  
      

     
 

  
     

  
     

年間で９篇以上（学期に３篇以上）の詩や俳句，百人一首，古文を暗唱する。 毎日の感動を５・７・５に表し，「びっくり帳」に記す。 
毎日続けて読書（家庭で）をする。（読書カードで記録） 

電子黒板，タブレット型端末等のＩＣＴ機器を効果的に活用することにより，視覚的な資料を用いて意見を交流することができた。  毎日５校時が始まる前に，チャレンジタイムを実施。詩・俳句・古文・漢文等をクラス全員でリズムに乗って暗唱。 各種コンクール（「ことばの輝き」優秀作品コンクール，鈴木三重吉賞等）に積極的に応募。 

「算数用語を用いて」「数・式・言葉・図・表等を関連付けながら」説明させたことで，深い学びにつながっている。 
 単元を貫く言語活動を設定し，課題解決的な学習の単元を構成して指導を行う。 

 

■■■主体的な学びにつなげる４つのポイント■■■■■■主体的な学びにつなげる４つのポイント■■■■■■主体的な学びにつなげる４つのポイント■■■■■■主体的な学びにつなげる４つのポイント■■■            児童が，主体的に課題追究学習を行うために，つけたい力(単元の目標)を明確にした単元構想を工夫し，教科横断的に学習するカリキュラム（クロスカリキュラム）を開発する。   単元の導入において，単元を貫く言語活動を設定して児童に提示することにより，明確に目的意識・相手意識をもたせる。   児童が成就感や達成感をもてるよう，学び合い(交流や話合い)の時間を明確に設定する。    ワークシートやモデル文，手引き書の活用等により，文章の構成及び表現方法のイメージをもたせ，書くことへの抵抗をなくす工夫をする。 
 

４４４４    つけたい力と関連させたモデル文の提示とつけたい力と関連させたモデル文の提示とつけたい力と関連させたモデル文の提示とつけたい力と関連させたモデル文の提示と    ワークシートワークシートワークシートワークシート((((ノートノートノートノート))))の活用の活用の活用の活用        国語科  オリエン テーション  ↓ 習得  ↓ 活用 

【目指す児童の姿】 ○書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応じた事柄を書くことができる児童 ○相手意識をもって依頼や感謝の手紙を書くことができる児童 総合的な学習の時間 (高齢者との交流) 
１１１１    クロクロクロクロスカリキュラム開発スカリキュラム開発スカリキュラム開発スカリキュラム開発        ２２２２    単元を貫く，学ぶ必然性のある言語活動の位置付け単元を貫く，学ぶ必然性のある言語活動の位置付け単元を貫く，学ぶ必然性のある言語活動の位置付け単元を貫く，学ぶ必然性のある言語活動の位置付け    ３３３３    他者との交流場面の設定他者との交流場面の設定他者との交流場面の設定他者との交流場面の設定    


